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R.シュタイナーの「道徳的想像力」の構造

小 林 裕 明

Abstract

R.SteinerlsTItePhilo.wpltyOfFrL,e(to〝J(diePhilosop/tt-ed什 Fl･eLLheiE)puts､､moral

imagination'､(diemoralischcPhantasie)atitscenter.This"moralimagination-Iistheintuition

orindividualidea.Bythis,thehumanishlreedom∴and"indil,idual､'.Inthisi-idealintuition二

the‥idea'､ismediatedthroughthe､､representation'.( Vorstellung)tothe‥pcrc叩tion､'

(Wahmehmung),insuchawaythatthe"representation"mediatesasamotivebetweenthe

‥feeling､､(Gertihl)andthe"perceptionT､IUnderthisstructureoftheduplemediation,the

‥idea‥andthe"actionT'aremediatedandconjoinedthroughthemotiveaccordingtothe

"moralidea".Withoutt∫leunityor"idea"and"action二itism-Iinthehght,andthe"aclion､'

withoutthemediationthroughtheHmotive''isn､trree･Inthisway,1-reedomisallhuman

self-developmentor"(individual)Idea二whichcorrespondslo‥love'､.

Thisstructureo卜moralimagination''necessar巾･leadstotheweltanschauungortrip le

worlds,material-,soul-andspiritualworldinhislaterworksonlhescienceorthespirit'■

(Geistesll■issenschan).Because"individualidea''lhatisthecoreorhuman､llreedom‥istrue

actualonlyastheunityof-thesetriple‥､､rorlds∴namelyastheselrthatpenetrates"samsaras ､､.

Thecontentof‥moralimaginatioll､'isthenecess巾polt‥samsaras‥ (karma)=､~idea､'olthe

individual,andwhatismore,lhc"idea､､orthenationandtheagethatllo＼､'sinit･Ontheother

hand,theltormof､こmoralimagination､､is"raith'',Bỳ l̀laith∴thehumanisllreedom,andby

､､什eedom∴thehumall1017eStheothers.

キーワー ド -- 道徳的想像力 自由 愛 転生輪廻 シュタイナー

()序

R.シュタイナーーは､その若き日の著作 『自由の哲学』において､独 自の自由論を展開 してい

るL,この著作は､生来霊的体験を持つシュタイナーが､霊 的 体 験 の 顧 慮 な しにも思惟のみによ

って到達できるを霊草担eisせeswissenSeh浦)を含めた)諸学の基礎付けとして書いたものとされ､そ

の後展開 さ れる東学的諸著作の哲学的基礎を提供するものであるJ しか し､シュタイナーにと

って､本 書 で 述べ られている論理は､本来､霊学的世界観の中に位置付けられるべきものでは

ないだろ う か Q
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『自由の哲学』の 中核 を な す ｢道 徳 的想像力｣(diemoTa臨 hePhantas底 個体的理念の直観)の構

造 は､すでに､必然的に､ぐより後期の霊学体系における､)物質界,魂界､精神界という 3塵

の 世 界観-と通 じていると言える丁人間の"自由日の桟である個体的理念は､これらの 3つの"

る､そして､こJつことは､同時に､人間U〕生において､信仰と愛が､本質的な要素であること

を､示すものである丁

本稿は, 『自由の哲学』における｢道徳的想像力｣の持つ立体的な構造を解明し､それが複の

霊草体系の率でどのように位置付けられるかを明らかにすることを目的とする｡

F L'l自由の哲学rr.!について

シュタイナ-の哲学的著作と言われるものには､早くは､ 『ゲ-テ的世界観の認識論要綱』

将A2)があり､そして､『薬理と学銅GA3)､『自由の哲学銅GA4)～『ゲーテの世界観封GA6)㌔

『哲学の謎』担A音容)等があるOその中で､ 『自由の哲学』は､シまタイナ-の哲学的主著で

あり､シュタイナー｣ま､多くの著作の中で､哲学的問題LT)基礎付けを､この 『自由U)哲学 』 -

の参照､あるいは､その引f~I~〕に求めている‥

シ蕊タイナ-は､そ碍哲学博士論文を､当時構想中の『自由の哲学』の序論として位置づけ(副

題にも鳩 由の哲学の序論｣とある)～『轟理と学銅 1毘92)として出版 し､そして､首各銅 牢に､『自

由の哲学』を出版 している｡表題 :r自由の哲学｣の他に了現代の世界観の諸特質｣担R澗 DZ胃GE

E‡NERMODERNEN W軋TANSCHAUUNG)ち｢自然科学的方法に従 った魂の観察諸結果｣

(SeelischeI3CobaCIltungSreSultlltemachnilturWissenscllartlicherMethode)とある._lその後､品切れLの

期間が続いた後､約25年後の 1918年に､その第 2版が出版され､旧版の第 1寮が削られ(付録

2-と移され)た他､ほぼすべての肇に補遺が､巻束に付録が付けられるなどの変更がなされた0

本稿においては､全集に所収された第 2版 l)に基づいて考察を速めることにしたいO

さて､ 『自由の哲学』は､全三部で構成されている0第一部は､｢自由の学｣(WissenschaftdeF

Freihei昧 第二部は､｢自由の現実性｣(D豆e勘 rk畳まchke豆もぬ FTeiぬe触 そ して､結論牽くⅩV.｢一元論

の帰結月のみを含む第三部は､｢究極 の問い｣胆ie呈由もenFragen)と蔑されている｡本稿の表題に

掲げた｢道徳的想像力｣は､童に､第二部の中で論 じられている(特にⅩHL｢道徳的想像力｣)Oこ

れ らの両部に関して､シュタイ+--は､ 『自伝｡_ljの中で､Ⅰ三.V.,､JL･トマンの 『自由の哲学r.Fiを

評する"認識論的現象論と倫理学的個体主義"との表題にすべきとのコメン トに対して､(第-部

に対す る"認識論的現象論"との理解を批判した上で､)第--部と第二部は､｢精神的有機体のよ

I. :(.･＼1-ド/こド '// ! -I' --I.,: : '･'･'･ ': ll･､･､/'1 .1､'H ll

のまま''自由の哲学-で あることを意味している､1これは､ 『自由の哲学』 の 第 二郎で論じられ

る自由の概念や｢道徳的想像力｣の構造を理解するとき､明らかになろうo
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そして､この 『自由の哲学⊂‖こついて､シュタイナーは､｢人間にとって個体的に固有なその

人倫的実在性と共に自然の中の太閤の存立-と方向付けられている大智学【AnthoTOPOSOPhiejの

叙述｣(ebd.)とも述べ､そして､｢私にとって､ 『自由の哲学』と共に､言わば､最初の人生の--

時期が諸理念形成における自然科学的現在の謎の運命適合的な体験を介して私に要求したとこ

ろのものが､私から分離されそして外的世界-と置かれていた.｡さらなる道は､今や､精神的

世界そのもののための理念形成-の格闘のみがあることができた｡｣(GA28,2舶 -9)と振り返る｡

この意味を理解することが､本稿のテーマであるっ

コ.F自由の哲学.日としてのシュタイナーのい-元論■■

シュタイナーが 『自由の哲学』で自ら取る立場､"一元論''は､必然的に､I.自由の哲学-'であ

る.これを､考察していきたい｡

_7-1.思想(思惟内容I一元論

(日-i.論と二元論への批判

シュタイナーは､既存の哲学的立場を､一一一元論と二元論に大別する.〕･-一元論は､唯物論他､

フィヒテを極とする心霊主義､そして原子論様の思想であり､二元論は､カン トや E.1リ､ル ト

マンに代表されるOシュタイナー自身は､(カン ト､ハル トマンを強く意識 して)自らの立場 を 事事

一元論"とする｡ただし､この一元論は､上記の既存の--一元論ではなく､二元論を克服 した--一元

論である(VH,P27)0

シュタイナーは､新版の付録において､｢認識論的一元論｣との 『自由の哲学』-の′､ル トマ

ンの批判に答えて､自らの立場を了一思想(思惟内容)一元論"(Geda洩en-monism画 と位置づげで

いる汗『自由の哲学三日こおいて登場する一元論は､また､｢認識論的一元論｣と呼ばれるべきで

はなく､ひとが別名を望むなら､思想一元論と呼ばれるべきだろうQ｣(ETSteTAnhang,銅))｡こ

の立場は､同じく-ル トマンの言 う､『自由の哲学』に対する､｢-一一ゲ′レの普遍主義的汎論理

主義をヒュ-ムの個体主義的現象主義と結び付ける試み｣との批判に対して､その両者とも関係

がないとして､自らの立場の独自性を主張している(ebd.)｡このシュタイナ-の平手一元論"とは㌧

如何なるものだろうかO

(2)"思惟鳩 素朴薬在輪

シ温タイナ-は､ 『自由』の第V章(V.Das監rkennenぬ Welt)の中で､素朴な入間が鳩 身を

その諸概念の形成者とみなす｣のに対して､この偏見の克服を哲学的思惟の根本要求として､｢多

くの太の思惟そのものは､統一体である｣(V予P明 とするo

｢私たちの思惟は､宇宙的である｡私たちの思惟は､それがその個体的な感じることと感覚

すること-と関係付けられていることによってのみ､それぞれの個別的入間における個体

的な刻印を保持する｡｣(GA4,90;V,PIS)
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A,シュタイナ-の｢遺徳的想像力｣の構造 (,｣､林)

しかし､このような思惟の普遍性は､シ認ダイナ山にとって"思惟の素朴実在論一事を意味してい

る2)｡純粋な思惟そのものにおいては､｢批判的な分別性｣が物自体を想定することなく､素朴

実在論の立場を保持することができる｡ しかし､このような一事思惟の素朴実在論"は､シュタイ

ナー弓ことって単に抽象的イデアの把握を意味するものではなく∴書思想(思惟内容)一元論"とし

て､それ以上の意味を持っている｡

(3)思想(思惟内容)一元論

①知覚世界の正当性

その一つが､知覚世界の正当十生である:.

｢-元韻は､素朴実在論の部分的正当性を承認 しなければならないだろう,というのは､一

元論は知覚世界の正当性を承認するからである｣(GA4,音7呂;Ⅹげ6)

ここで､上掲の巻末の1918牢版への付録1の中で述べられた-ル トマンJ13-つLrlF問いに対する

シュタイナー･･･-の答えが興味深いし､-ル トマンは次のように問 う｡

圧 諸物は､その存続において､連続的か､あるいは､断続的か｡ト】

いるか｡ト】

3,二人の人のみが部屋に -緒にいるとき､いくつのこれらの人の実例が現前しているか｢`

(GA4,263-41ErsterAnhang,PJ)

これに対して､シュタイナーーは､それぞれ∴ 連続的｣､仁一つ上｢二人｣と答えている｡ これは､

は､それを承知しながら､｢それにもかかわらず､私は､すでに､この著作の中で､素朴実在論

は体験された思惟に対してその正当性を保持していることを指摘 した0｣膵痛eTAnhang,P碑)と

述べるQこれは､如何なる意味であろうかo

e)休験された思惟の現実性

例えば､lの問いに対して､シュタイナーは､

｢ト】断続的なものとして登場する知覚内容は,思惟の中で手にAれ られたも捌 こよって浸

透されると､連続的なものとして自身を啓示するという洞察に到達する｡t…3体験された

思惟によって把握された知覚内容は､連続的なものとして､妥当していなければならない｡J

(GA4,265こErsterAnhang,P4)

と答えている｡これは､カン トの実体の類推にも相当していようが､シュタイナーは､このよ

うな思惟内容と､知覚とが､共に､哀なる｢現実｣を構成している､とする｡つまり､知覚世界

の正当性には､概念世界の正当性が伴う､｡シュタイナーーは､知覚 とその諸関係の背後に､知覚

不可能な実在(物自体)とその諸関係の世界を置く立場ほ にハル トマンの"形而上学的窯産論事守)

を批判 しつつも､自らの一元論の立場を､｢思惟が存在に媒介するところの存在の形式､概念(理

忠)をも等 しく正当化された要因として知覚の隣に承認する｣(Ⅴ王王,P25)3)､｢一元論は､知覚の隣
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の理念に同じ意義を帰する0 歳X,P6)と特徴付けるOこれは､かの素朴実在論の承認が､由らの

思惟の展開のもとで必然的に要請せざるえない物自体の立場からの選帰として語 られているこ

とを意味するものであり､また､ここには､ゲ-テ研究者としての陛界観も反映されていよう4㌔

ここでシュタイナーの言 うp-概念'Iは､把握不可能な物自体のようなものではなく､むしろ､

諸物の"魂"であり､これが､"知覚の隣に‖現実に妥当している｡そして､知覚世界も､正 しく

把握された概念世界を､その魂としてそこに重ねる限り､その正当性を持つのであるo"思想(忠

惟内容)一一元 論 "担edanken-monismus)とは､このような"思惟されたもの書‡としての知覚と概念の

統一体である5㌔ シュタイナ-にとって､このような"思惟内容"(理念)こそ､素朴に実在するも

のである｡それによって､かの目の前にある"裾'は､(各人の知覚像としては 3つに現れようと)

そのようなものとして唯-存在するのである｡

しかし､このようなシ毘タイサーの一元論("思惟の素朴実在論"/!思想を思惟内容)-元論事-)は､

その本来的意味を､むしろ､実践的な理念把握における｢自由｣の 実現において持っている.｡こ

れについて論 じる前に､人間の現実の全体性について見ておく必要がある.1

二!-1人間の個体性 - 思惟と感情の続-

(り太閤の現薬性の諸要素 - 凄艶と感情の位置翻 す

そこで､シュタイナーの考える､人間の現実性の要素を､整理 しながら､見ていきたい.｢

①知覚-表象一概念

シュタイナーは､思惟(denken)を知覚(wahmehmtlng)と概念(BegTi勘 とを結び付けるものとす

るが､それを､さらに､知儀一表象一概念という構造において規定する｡シュタイナー･･-は､言 :)｡

｢表象は､規定された知覚-と関係する直観､かつて知覚と結合されていたところの､そし

て､それにこの知覚との関係が残っているところの概念､に勉ならないo｣(V王,P4)

｢知覚-の関係を固有性として自身の中に担っているところのこの個体的な形態において､

概念は､私たちの中に生き続け､そして､関係する事物の表象を形成するO｣(V笠,P5)

このように､表象は､知覚と概念の媒介者であり､概念的なものでありながら､個別的な知覚

へと関係 しているとい う｢個体化された概念｣(vl,P5)であるが6㌔ 対象の認識の際に-時的に生

じるものではなく､私たちの内的なものとして生き続ける｡つまり､表象は､概念-と内面化

されたものとしての知覚であり､概念の･一一契機とLて働き､過去と現在とを結び付ける, もち

ろん､このように､表象に記憶作用を見るのは､伝統的な見方に属すら(例えば--ゲルお し

かし､シ且タイナ-にとって､く後で論 じるように)この記憶作用以上の"表象"の働きが､次の"

感情t-との関係において特に重要なものとなる軽離.豊&)O

②人間の2重の本性としての思惟と感情

シュタイナ-にとって､表象が､く感情の知覚も含めた)知覚 と概念との媒介であるのに対 し

て､感情は､知覚と｢個体的な自我｣(Ⅵ,P耽 これはここで｢自己感情｣(pi2)を意味する)との媛
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a.シュタイナーの｢道徳的想像力｣の構造 (小林)

介であるOこのとき､シュタイナ加にとって､この感情と思惟が了 私たちの実在の2重の本性｣

(Vi,pH)を形成 している7)0"思鰍 lと言う普遍的な打私たちがコスモスのすべての事象を共にな

す｣(ebd.))エレメン トに対 して､私たちの特殊な諸状況において表象が行 う概念の特殊化におい

て､さらに､｢余剰｣(VⅠ,P摘)として残っているものが､｢感情｣であり､｢私たちの固有の人格性

の個体的なもの｣(ebd.)である｡これが､内-の極であり､概念の媒介を形成する｡

｢世界全体に対して､私の感情生活は､ただ､私の自己における知覚としての感情がある概

念と結合に至り､そして､この回り路において､コスモ封こ組み入れ られるときにのみ､

lv感情は､それによって諸概念がさしあたって具体的な生命を槽得するところの媒介であ

る._,j((l'AJ,111二VI,P18)

この媒介によって､"轟なる個体性"は､ある巨真なる個体性は､その感 じることと薬に理念的

なものの領域-と最大に達する人であろう｡｣(Ⅴ‡,Pi鞘 Qこのような個体性は､如何なるもの

であろうか.〕

浮)"自我一意漁 〝とt'自我〝の関係

シュタイナーは､｢現実的な｢自我｣湖 aswiT紬chekはhD･,-思惟における自我)㌔｢自我-意織｣

(油 -Be耶 飢se量n･,- 自己感情)､｢【身体耳組縫｣(diemensc地軸eOrganisation)の関係を次のように比

愉 しているt｡

｢柔らかい地面-と歩む丸の足跡は､地面に刻み付けられる｡ひとは､足跡の形が地面の諸

力によって下から駆り立てられた､と言お うとしないだろう.〕ひとは､これらの諸力に､

足跡の形の形成-の如何なる関尊をも帰さないだろう｡同様に､思惟の案在性をとらわれ

なく観察する人は､身体組織におけるを思惟の】諸痕跡に､この思惟の案在性-の関与を帰

することはないだろう,この諸痕跡は､思惟がその身体を介して現象することを準備をす

ることによって生 じるのであるO｣担A4,掴7月X,P4)

このような意味で､｢｢自我-意識｣は､普遍的な意織の中に思惟活動の諸痕跡が 卜で印された意

味において刻み柳 すられることによって登場する照Ⅹ,P5)Oつまり､思惟は､身体組織巨地面)

-と関尊して､自我-意織を非身体巨足跡の凹み)として定立する｡このようにして登場するl唱

戟-意識守りま､先の､"感情"の基盤である｢個体的な自我｣(Ⅴ王,P明 ､すなわち､由己感情であろうo

Lかし､これは､｢精神的実在性｣-と受け入れられくす貰,P5)了'精神的某夜獲"を分有する(身体組

織における)思惟の｢対像｣(Ⅸ,P4)となるo このことは､この自我一意識(自己感情)が､身体組織

に依存したものとしては自ら破棄 ･止揚され､思惟へと媒介されることによって､一一感情と思惟

との続1-I.が生まれる､と言うことができる､｡これが､先に｢頁なる個体性｣と言われていたもの

ではないだろうか｡

バi人間の′'真なる個体性 '/ ･-1 情･ふと三宅菅平

先に､思惟の-1普遍性■一について見たが､同様に､シュタイナーーは､個人の区別について､
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｢私の中で活動的である理念界が､私の同時代人における理念界と如何なる他のものでもな

い｣(GA錦,165;ⅠⅩ,P36)琵)

｢私と私の同時代人の区別は､私たちが2つの完全に相違 した精神界に生きていることにお

いてあるのでは決 してなく､彼が私たちに共通な理念界から私とは異なった諸直観を受け

取ることにおいてある｡｣をGA4,漫66月Ⅹ,P36)

とも述べる.〕 しかし､シュタイナーは､次のようにも言う.｡

｢私の甲の個体的なものは､私の衝動と感情と共にある私の有機体ではなく､この有機体の

中で輝いている固有の理念界であるo｣(GA4,164･,ⅠⅩ,P32)

このように､理念界は､シュタイナーにとって､一方で､諸々の人間の普遍性を与えるもので

あるが､しかし､他方で､人間の個体性が､有機体､そして､衝動､感情に基づく､普遍的理

念の単純な特殊化と考えられているのではなく､｢固有の理念界｣が､諸個人の区別､個体性を

与えるものと言われている9)｡また､シュタイナーは､(自由の根拠を論 じて､)｢私の個体的実

在 の理念の部分｣期とい う表現も使 うQここで､共に入間の個体性を表現する､隼共通な理念界｣

の｢異なった諸直観｣一一､｢固有の理念界｣､そして､｢私の個体的実在の理念の部分｣といった諸表

現は､一見相矛盾するように見えるo

Lかし､先に論 じたように､精神的実在性と感情の統一一において､特殊な自己感情は､普遍

的自我に解消されるのではなく､その中に維持され､自ら､精神的実在性 として働 くのである

から､シュタイナーの‖一元論日は､特殊な諸知覚､諸感情に対して､普遍的な理念の--･･一元性を

間の一㌧真なる個体性-rは､そのような個体的理念にある､ことを意味している､と理解できる｡

こうして､シュタイナ-が｢真なる個体性｣として語るものは､日比揚されたく自己)感情"として

の個体的理念‖)に関係することがわかった｡入間は､このような具体的理念として､特殊であ

りながら､普遍な存在である｡シェタイナ-の言 う｢思想(思惟内容巨 元論｣とは､このような

意味での人間ニー■理念"の一元論に他ならないOそれ故に､それは､シュタイナーにとって､｢自

由 ｣論として展開されるのである(r従って､一元論は､真に人倫的な行動の領域においてほ､自

由の哲学 ':.･/､.丁 :冗 L,I).-

それでは､このシ且ダイナ-の｢自由論｣､特にその主要概念であるr遺徳的想像力｣(die

moy浦se払ePh盈ntaS画について考察したいQ

コ∴ ｢道徳的想像力｣一 理念としての人間の一元論

シュタイナーは､語る｡

鳩 由と不自由の諸行動から､私たちの生剣 Å生jが構成されるoLかし､私たちほ､人間

の本性の最も純粋な鋳造としての自由な輔神-と至ることなしに､人間の概念を､最終的

に思惟することはできない｡それにもかかわらず､私たちがほんとうに人間であるのは､

私たちが自由である限りでのみである｡メ(BA堵,首67載 ⅠⅩ,P39)
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A.シュタイナーの｢遺徳的想像力｣の構造 (小林)

シュタイナ-にとって､鳩 由 ｣は､崇高な理想である｡この｢自由｣の具体的展開が､シュタイ

チ-が｢道徳的想像力｣と呼ぶものとなるOそれでは､まず､シュタイナーにおける｢自由｣の概

念を考察したい｡

一日｢自由,rの概念

シュタイナ-は､｢自由であるのは､ただ､その生命【人生】のそれぞれの瞬間において毎分自

身に従う位置にいる限 りの入間のみである凋Ⅹ,P34)とするOそして､そのときのみ､行為は｢私

の行 為 ｣であるとするのであるが(ebd.)､これは､自由な行為が､荒く2-2や(紺 に論 じた粥固有の理

念界軍書からの直観に基づくからであるO

｢自由な精神は､その衝動Pmpu呈S】､すなわち､彼の理念界の全体から思惟によって選び出

されているところの諸直観に従って行動する｡｣(GA4,19hX王Ⅰ,Pl)

｢理念的な直観においてそれ固有の自身において構築された実在性以外のものが働いてい

ない｣(GA4,203珠 XH,ZtiSatzzurNeuauflage)12)

このように､自ら固有の理念に由来する行動のみが自由な行動とされる.コしかし､自由が発揮

されるとき､その個体的理念は､論 じたように､"止揚 された(自己)感情Wに勉ならないのであ

るから､それは,諸感情を介 して膠 念的な諸表象として13))働くはずである岬Qこれが､｢道徳

的想像 力 Jと言われる｡こJ)ようにして､シュタイナー弓ま､｢自由｣を､さらに規定 して､XII章､

!･'.LAi:I..拙守 il偶Hti;ii…､‥‥､､.hP3....….し･′ . ■､

鞘 遺徳的想像力 00 養魚による知覚と概念の媒介

｢道徳的想像力｣は､自由の実現であるO

｢自由な精神が､その諸理念を現実化するた裾 こ､自身を浸透させるために､必要とするも

のは､従って､道徳的想像力であるO｣(GA4,193;XII,P3)

｢自由であることは､行動の根拠にある諸表象(諸動機【Beweggr髄ndej)を道徳的想像力によっ

て自身から規定できることを意味する｡｣(GA4,202;Ⅹ王王予P18)

このようにして､シュタイナーは､一一外的に"､道徳規則､あるいは､裡念に従うこ と を克服 し､

それを､‖内在的な'●欲求によって媒介しようとする｡

｢概念と知覚の間の媒介駿は､表象である軽g呈.S.106ffj｡不自由な精神には､ こ の 媒 介肢

が､始めから与えられているL,諸動機は､始めから､諸表象として､彼の意識の中に現前

している｡_,;(GA4,191-2二XII,P】)

‖道徳的想像力■■とは､｢動 機｣の生産なのであり､しかも､道徳的理念に従った｢動機｣の生産で

ある0--道徳的想像力日によって､理念と行為とが､動機によって媒介され連結されるL,理念と

行為との統一がなければ正しくなく､動機の媒介のない行為は､自由ではない｡

しかし､『実践理性批判』などの｢義務｣と｢尊敬の感情｣の関係や､『判断力批判』の｢構想力｣

を見るとき､カン トを想定しているであろうシュタイナーの批判には､当たらない部分がある

であろう15)｡ しかし､シュタイナ-は､(--ゲルのカン ト批判に含まれるような)あらゆる外
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面性を克服 しようとするOつまり､カントの 『実践理性批判当日ニおいては､ 十分に採譜として

立てられていない推論媒介項を立てることによって､そ(ハ完f'巨＼と.-1一歩踏み出している.､

.'.千人問帆≡己.･[卓間こして(,T):･SL'i･的想峰jl

①道徳的想像力における2重の媒介構造

先の引郵 こあるように､道徳的想像力において､｢諸表 象 ｣が､｢諸 動機監BeweggF触d郷 となるo

このことは､それに快の感情が伴 うことを意味している瑚Q

:現実的な意志活動-と結果するのは､ただ､行動の一一時的な衝動が概念あるいは表象の形

式において性格学的素質-と作用するときのみであるOそのような衝動は､その際に､意

志の動機になるO｣(GA4,154;ⅠⅩ,P16)17)

道徳的想像力において､その都度の理念的行為内容を引き起こすために､その｢性格学的素質｣

に応じた"表象■■が形成され､その媒介において､特定の行為がなされる了性格学的素質｣には､

''感情日も含まれるが､ここで､理念の表象によって導かれた快の感情が､行為を導く.｡それに

よって､同行為に付随するかもしれない不快も乗り越えられる::

このように､道徳的想像力は､理念を直観し､｢表象｣を生み出し､その｢表象右が､｢感情｣を

介して行為を引き起こすのであるが､これは､表象は､知覚と感情を媒介するとい う形で､知

覚と概念とを媒介する､と言うことができる｡シュタイナー･-が言う､表象の-'動機"性において､

このような2重の媒介構造があるQこのようにして､克く2-2｡くり)に部分的にのみ考察した､シ且

タイ十一一の､知覚､感情､表象､概念の全構造がはっきりしてくる:すなわち､論じたところ

の､知覚一表象一概念という認識過程､,r思惟｣と｢感じることJの統--としての;頁なる個体性パま､

感情一表象一知覚と知覚一表象一概念から構成される道徳的想像力の 2重の媒介構造の中に位置付

けられるのである｡

②′′愛′′の倫理学

以上の結果､道徳的想像力における表象による媒介､動機による媒介は､(シラ-ではないが)

｢愛｣の衝動を生み出す｡シュタイナーtは､カン トの■I義持■■概念を批判 して､次のように語る｡

｢カン トが､義務について､｢義務!あなたは､崇高な偉大な名前､あなたは､ご機嫌取 り

が持ち歩く如何なる好ましいものをも自身に受け入れず､従属を要求する｣､あなたは､｢法

則 を立て､‥.その前にすべての傾向性が､ひそかに義持に抵抗するとしても､鳴 り止む｣

と言 うとき､人間は､自由な精神の意識から返事する二｢自由!あなたは､親しい､人間的

な名前､あなたは､私01人間性の価値を最大に認めるすべての人倫的に好ましいもU)を､

自身に受け入れる,そして､私を誰の下僕にもなさないチあなたは､単に法則を立てるだ汁

でなく､私U十人倫的な愛が､それはそれぞれulただ強いられたにすぎない法則に対して不

自由なものと感 じるのだから､自分で法則として認織するだろうものを待つ｣QJ(G朗 ,

170111.IX,Pil一)
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R.シュタイナーJ)-(道徳的想像力 ｣J)構造 (小林)

ここで､最後の､｢摘 由は､3私の人倫的な愛が､それはそれぞれのた だ強いられた法員uに対し

て不自由なものと感 じるのだから､自分で法則として認識するだろうもの を待つ｣は､上で論 じ

た｢表象｣の媒介と同じことを意味していようOここで､愛は､｢行動- の愛｣澤,p36)l旨)､｢行為

によって実現しようとする客観-の愛照Ⅹ,P30)19)であり､それが､鳩 癖 な太閤の根本梅津｣澤,

P36)であるOこのような.事愛やりま､感情ではあるが､理念把握に基づいて｢意志の動機｣として働

く表象によって呼び起こされた"感情"､と言えるだろう期｡つまり､ここには,描 臣由逆目こお

いては述べられていないが)シ浅ダイナ-が"思惟と感情と意志の均衡"とい うように規定する

ような愛の構造が見て取れる.-､それ故に､ここで､一一愛■-は､感情では(Jtvlつても､‖精神的なあり

方におけるM感情である21㌔ これは､先に論じた"止揚された摘 己)感情"としての理念そのもの

ではないだろうかOすなわち､愛とは､理念の全人問的自己展開である｡それ故にこそ､この

ような｢愛｣による行為は､シュタイナ-にとって､｢自由｣とそのまま一致する22)0

二三霊草におけるr道徳的想傍il圭の構造

シュタイナーの 『自伝.jlを読むと､ 『自由の哲学』-の言及の二多さに驚かされる..1 これは､

シュタイナー一にとって､ 作用二1の哲学,plが､シュタ･イナ一一白身J)内的探求と深く結びつきなが

ら､複の東学の基礎付けとなるシ認タイナ山塊臼の立場の形成を意味しているからであろう23㌔

ことにしたい_､

L至 i岳臼由の哲学..':と烹学 的世界組

(り 『自由の哲学』と¥魔 感性的なもの"

シュタイナーーは､ F自伝』の中で､当時､｢諸直 観 そ の ものの精神的性格を強調すること｣で

はなく｢その中で入間がその道徳的諸直観を体験す る純 粋 に精神的世界を叙述すること｣(GA調,

167)-と向かっていたなら､ 『自由の哲学』の｢道徳的想像力｣章を､｢自由の精神は､その諸衝

動に応 じて行動する･,これは､純粋に精神的な世界の中､自然現在の外で､自由な精神が普過

の意識の中でこのような精神的世界を意識するようになることなしに､自由な精神によって体

験される諸直観である｡｣(eゎd.)のように始めるべきであったと言 うOシユタイナ-は､ 『自由

の哲学』においても､このこと-の指示は十分になされているとするのだが綾息 Ⅸ9P明 ､し

かし､シュダイナ---が言 うように､｢純粋に精神的な世界｣は､ Lf白山の哲学』が述べる｢1諸直観

そのものの精砕的性格｣の承認の前提を形成している｡

さらには､ 『自由の哲学』の各所に置かれた新版への補遺における言及が相 りになる.､シュ

タイナ-は了'現実Hを語るときに､知覚と概念の総体性を考えていたが(2一旦.(3))､シ毘タイナ-

は､VII章における新版-の補遺の中で､｢生命にとって､意識的なト1覚めの状態の隣に､無意
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織的な眠りの状健が必然的であるように､人間の自己-体験にとっても､その感覚知覚の圏域の

隣に､それに感覚諸知覚が由来するところの場における感性的には知覚可能でない､ある一一-そ

れどころかはるかに大きな一語エレメン トの圏域が､必然的である｣(VII,ZusatzzurNeuatA鮎ge)

とも言う.｡このような超感性的領域は､もちろん､(~感性的には知覚可能ではないh しかし､

シュタイナーは∴＼それが活動的に習得された概念から把握されている前には､すべての感性的

にそして清神的に入間に近寄るものは､知覚として把握される｣(EBB.)と言 うOつまり､知覚-

舷の中には､感性的知覚の外に､精神的知覚もある.｡ 例えば､思惟は､純粋に精神的なもので

あるが､これは､｢一面において､直観的に体験された思惟が人間精神において成就される活

動的な経過であるとしても､それは､他面において､同時に､感覚器官なしに把握された精神

的知覚である｣膵V,2,ZusatzzurNeuaunage)｡つまり､意識される思惟過程は､思惟の思惟であ

る自己思惟の中のほんの一部にしかすぎず､その隣には､自己思惟のそれぞれの段階において､

｢それよりはるかに大きな｣圏域が感性的知覚世界とは異なった｢知覚｣世界として広がっている｡

｢直観的に体験された思惟において､人間は､精神世界-と､知覚するものとしても移され

る｡人間にこの精神世界の内部で知覚として彼固有の思惟の精神世界のように対抗するも

のを､人間は､精神的知覚世界として認識する｡｣膵V,之.ZusatzzurNeuauflage)

このような知覚は､人間に､世界のより深い真実を開示する.｡しかし､シュタイナーにとって､

この世界は､感性的世界に基づく単なる反省的世界ではない,_,この世界が､｢それに感覚諸知覚

が由来する｣世界なのであるQ真に現実的なものであり素朴に(自らによって)実在する､知覚と

概念の統一体としての一一理念日の本来的様相の世界である｡

二･霊草･l=おける′′3つのiJJ界〟と人間の全体性_

それでは､シュタイナーの霊学的世界観について見ておきたい｡シュタイナーは､『神智学』

(GAP)において､｢3つの世界｣を次のように措いている｡

｢そうして､人間は､3つの世界の市民であるC彼の身体によって､彼は､それを彼がその

身体でもって知覚するところの世界に属している;彼の魂によって､彼は､その固有の世

界を構築す&,彼の耗神格豊潤 C森ijによって､彼に､両方の異なった健界を越えているひと

つの世界が啓示される｡｣(GA9,28)

このようなあり方で､入閣は､物質界､魂界､精神(霊)界という3つの健界に属し､対応 して､

体笹ei恥 魂膵ee星妹 精神ヰ霊;Geisりを構成要素として持つOそして､これらは､さらに,次の

ように区分される｡

｢人間は､物理的物体､エーテル体､そして魂体によって､物理的世界に根を下ろし､そし

て､霊我､生命霊､そして霊人によって精神的世界へと花を咲かす｡ しかし､一一万の方向

-と根を下ろし､他方の方向-と花を咲かすところの幹は､魂そのものである｡｣(GAP,58)

"体"は､物理的物体､エーテル体,そして魂体に瑚∴優 "は､霊我､生命霊､そして露人に区

分され､魂がその媒介者であるQさらに了書魂一書も､感性魂､悟性魂､意識魂に区別される25)0
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a,シュタイナ-の｢遺徳的想像力jの構造 (小林)

ここで､ 感作魂 ､悟性 魂 ､ 意 識魂は､それぞれ､自我と､物理的物体､二1二一一千/し､体､魂体との

相関であり､霊我､生繭麓､麗人は､それぞれ､自我26)によっで-変容された"(自我の中-と止

揚された)物理的物体､エ-テル体､魂棒 と理解される27㌔ このように､体と魂と霧は､それぞ

れ 3つの契機を持つ 3登の体系を形成 しているQこれが､シュタイナーが描 く｢全人間｣である｡

1-二で｢道徳的想像力｣の構造

それでは､ 『自由の哲学』において展開された｢道徳的想像力｣は､より後に明示される､こ

のような世界観の中に､どのように位置付けられるのだろうか｡

(り選徳的想像力め2重の媒介構造と〝3つの世界 〝

シ温ダイナ-は､ 『自由の哲学』,ⅩⅠ王章の新版-の補遺の中で､先にを2-還｡移)漕 察した､自

我と自我意識の関係の描写に類似 した構造を､｢有機的に必然的な活動｣に由来する意志活動と､

｢理念に満たされた意志の精神的な活動｣とい う2つの意志的活動の相克として描いている2軽)0

前者が席を開けることによって､後者､すなわち､｢自由な意志すること｣が成立するoここで､

とで見た目3つの世界"の位置付けを考えるとき､前者は､物質界に由来 し､後者は､精神界に

由来する､と言えるだろう._､それ故に､ここで‖自由"が問題となっている､(精神的な活動壬と｢有

機的な活動｣とが相克する世界は､まさに先に｢-方【体】の方向-と根を下ろし､他方津南神】の方

向へと花を咲かすところの幹 iと言われていたよ･)に､■'魂界-tである｡従って､シュタイナーーが

『自由の哲学』において描く自由論は､基本的場を､魂界としながら､そこから物質界､精神

界を指し示 し､これらの3つの世界の連関を描いてWると言えるだろラ(S.auchGA4,Vo陀edezuT

Netiau聯 be191害,Pり｡つまり､前郵 2-3.鞘 )で見た｢道徳的想像力｣における2重の媒介構造の

内､一一感情-表象一知覚''の媒介関係は､まさに､この魂界の中にある｡それに対して､‖知 覚-表象

一概忠門の媒介関係は､物質界､魂界､精神界の関係を指し示すものであろう29㌔ 認識の 円環に

おいて､諸知覚が思惟 されたく普遍的な)知覚世界は､物質界である｡ しかし､これは､同 じ知

鷲-豪象一概念の閉環の中で､そこから常にこぼれ落ちる､表象世界(魂界)と概念健剰 精神界)を

も合わせた金健界の中の-世界-と位置付けられ､そして､それぞれの世界の中で､総体性(例

えば､魂界においてぽ¥感情-表象一知覚")を形成 しているoこうして､物質凱 魂凱 精神界は､
3つの円環の一つの円環を形成 し､相互に浸透 している30)Qシ汲ダイナ-が､先(還射 貫))に論 じ
たように､ 『自由の哲学』において了'全現業"を甥､知覚 と概念から考えるとき､勝義におい

ては､これらの全体が考えられ､その中で召人間の"本来的自己"が存在 し､シュタイナーが 『自

由の哲学』においてその一元論をとる純粋思惟の場である)精神界の中に(あるいは彼方に)32)I

理念界が､すべての根拠として位置付けられている､と言えるだろう.〕

…I.1個i'本的理念-悪戦の働きとしての適法如甥JSf,

さらに､先(望.章)において､(遺徳的想像力が直観する)個体的理念を∴f止揚されたく自己)感情

書-と述べたが､シュタイナ-は､上澤-且.m )で見た金太閤の構成要素の内､"霊我"(Geistse旦bst)を ､

｢変容されたアス トラル体照 verwande旦teyAstFal呈ei粧 Z.B.GAP,59-60;S.auch註 27.)と言 うQ ニ
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の｢変容｣が､"感情学事の変容であることは､

｢鳩 我｣が霊我でもって浸透されるとき､魂は､アス トラル体を再びこの登載 の 力 で 浸 透 さ

せる､二. これは､そ(用架に､衝動､欲求､そして､情熱が､自我が精神から受け取っ た もの

から照らし抜かれているというように､表現されるoA(GAP,59)

と言われることから明らかである｡ このことは､登載が､かの■-個体的理念■fに外ならないこと

を意味していよう,自己感情が､認 識過程においてただ外的に触発される(JMこ対して､寛我は､

"止揚された(自己)感情"として､それ自身における個性化であるところの諸理念である｡ この"

霊我"を､シ汲タイナ-は∴'精神界"の第 5階層に位置付ける(GAB,1頚賊 つまり､このような

個体的理念は､"精神界守一にある33㌔ そして､シェタイナ-は､霊と自我の関係につ い て､ 『神

智学』において､霊我は､汗自我｣を形成するそして｢自我｣として生きている精神｣叫 と言 うO

これは､この霊我が､｢変容されたアス トラル体｣､"止揚されたく自己)感情"であることによっ

て､このような精神-とけ止揚された(自己)感情"という具体的契機を介した事事純粋な"B己媒介と

しての"自我日であることを意味していようO こうして､霊我は､純粋な自我でありながら､具

体的な理念､霊的なものを(感情-と)啓示するものとなる35㌔ このことによって､霊我が､純

粋な具体的自己､個体的自己である.〕そして､シュタイナーは､この霊我における精神の自我

-の受容を｢直観｣と呼ぶのであるが36)､この直観こそ､ 『自由の哲学』において､｢遺徳的想像

力 ｣と言われるものに勉ならない37㌔

以上のように､道徳的想像力によって直観される個体的理念は､霊我であった,3しかし､真

には､道徳的想像力において生きるとき､私たちは､日自我｣を形成するそして｢自我;として生

きている精神｣として生きるのであるO

ミー∴道徳的悪偉力の内容と形式

それでは､最後に､この個体的理念の■-内容日と一一形式"について考察したい.｡

鞘 離 ♭マと遭健的想像力を転生輪廻の必然性としての霊我)- 道徳的想像力の内容

全 人問は､体､魂､霊からなるのであるから､全人間の展開は､これらの円環において､こ

の統一を表現することである｡これは､時間的に物質界､魂界､精神界を廻る転生輪廻となろ

うCこの経験の主体は､止揚された有限我として､霊我に他ならない｡

｢- 太閤は､第 5の領域においてJ,"3これらの諸受肉のために存立しておりそして櫨がそ

の固有の由己へと組み入れるところの諸意図の統治の率で､生きている｡【…】- ひとは見

る:この著作において｢寛我｣と呼ばれたところのものは､この領域において生きている｣

(GA9,142-143こDiedreiWelten,IV,P8)

このように､‖霊我■■は､転生輪廻を貫く自己であり､諸転生における必然性をその内容として

持っているoすなわち､霧我は､私たちが､諸転生において果たすべき課題を､有限我に課す

る｡このように､霧我は､個人の霧的課題を啓示するO これは､-方では日 生癖霊の助けのも

. ･)7IL･マ ト＼LL･王､ lヽ!11'いち:tA･LET･Tlt･t,Hl'叫 :･邑十 ･･'一,･/l :'':･､∴:.:､::L主;../L十了1-･I.･: ...
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A.シュダイナ-のr道徳的想像力｣の構造 (小林)

うことであるが､しかし､これは､事の 一面でしかないlすなわi---､カ･rlL1-ll,において果たされ

るべき課題は､カルマ的事象の解決によって獲得される精砕的なものにある｡霊我は､その精

砕的なも卵の獲得を促するのであって､か レマ約番象の生起が轟采的なのではない｡つまり､

何 らかの精神的努力によってその課題で獲得されるべき果実が獲得されるなら､か レマ的事象

の生起は必要ないOここに諸宗教による宗教的精進の意味があろうQ従って､まちがっても､

か レマ的事象を積極的に引き起こすことが精神的なこと軽挙)なのではなく､精神的な努力は､

むしろ､本来の課題の自覚によって､カルマ的事象を引き起こさないことにある｡カルマ的事

象の連鎖そのものは､水平的な必然性に留まることであり､これはむしろ悪であろう.⊃そこに

上から垂直的に働きかける精神の光こそが､善である｡だからこそ､善因善果という教えにも､

愛の教えにも意味があろう｡例えば､シュタイナーは､カルマによる病気の治療について､そ

れがカルマによるものであるとしても治療に最善の努力をするべきであるとするのであるが郷､

愛は､人をカ′レマ的状況に突き落としたり突き放したりするのではなく､より"精神的‖な形で

その課題を解決 し､その果実を獲得させるように働く.｡つまり､愛は､物質的幸福と精神的幸

福を両立させる形で働きかける｡シュダイナ-が､ 『自由の哲学』の ⅩⅠ王王牽汗生繭扱 生)の価

値欄こおいて､悲観主義に対して-準に渡って批判を展開する意味はこの辺りにあるであろう｡

以上のように､霧我は､諸転生において槽持されるべき課粗を啓示する_〕しかし､道徳的 想

像力は､このような個人の詣転生の必然性ulみを内容とするのではない.｡さらに､生命寛が､

民族的課題を､啓示し､雇人が､時代的課也を､啓示する､_､かくして､道徳的想像力は､より

後にシ誌ダイナ-が語る"キリス ト衝動"-ともつながるものなのである期｡

(2)"倍仰"としでの遺徳的想像力 - 遺徳的想像力の形式

以上考察してきた意味において､シュタイナー寸土､ 『自由の哲学』の中で､次のように述べ

ているにちがいない｡

｢私たちの本質の研究は､私たちに､謎の解決をもたらさなければならないO私たちは､私

たちが､ここで私たちはもはや単なる｢自我｣でなく､｢自我｣以上である或るものがここに

ある､と思い描くことができる一点に至らなければならないQ｣(GA堵℡鋼･,昔Ⅰ,P明

この｢｢自我_弓弐上である或るもの,Eとは､私たちは､本来､霊我であり､生命霊であr)､霊人で

あるということを意味していよう40)Q

シュタイナーーは､その主著 『神秘学概論｡口の中で､"自我"が‖神目であるとする考えに対して

警告しているoそこで､由我は､仁 清の水と海との関係のように)神に関係 しているのであっ

て神ではない､とする挿A曙 67)Qしかし､この関係は､個人の神的なものへの解消ではなく､

全精神において､個人の人格性は保持される(GAP,193)Q

自我(音織魂)は､精砕的なものを受け入れるO霧我が､こ の啓示そのものなのであるが､こ

のとき､憲織魂は､このような関係(受容)の意識であろう41)｡これは､カン トが､道 徳 法 則 -

の尊敬と呼んだ感情､信仰の感情であろうし､ シュタイナー･-自身は､信仰Lr)効用を説くことはあ
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っても､直接に信仰を説くことはあまりなく､畏敬と帰依の感情の必要性を強く強調するに留

まる42㌔ しかし､｢一滴が海に関係するように､鳩 我凋 碑的なものに関係する｣担A13,67)ど

言うとき､自我は､魂の契機としては､意識魂であり､神的実在性の契機としては､電我であ

る｡意織魂の甲で､自我となって個体性を獲得した永連なる薬理が､登我として生きている｡

ここで永遠なのは､永遠な轟理の媒介によって(普遍なだけでなく)特殊な使繭を実現する自我

である9卑エルグゴ-ルの言 う信仰の形式のように､(ただ自分自身である自我を担我-自我)管

なく､)永遠なるものく神津 の関係において自分自身である自我が､永遠なるものである｡つま

り､霊我とは､(晩年のこ-チェのように自らを禅とする意識ではなく､)霊を精砕)の-契機 とし

ての使繭の意識であり､意識魂とは､この使命を受け入れる自我の意識､すなわち目 白らの中

で体系化する理念界であるイデアのイデアたる)神-の信仰に他ならない(この媒介がなければ

個人は神的なもの-と解消されてしまうだろう)0(カントの自由論における義務と尊敬の感情

に対応するだろう)この両者が､道徳的想像力の契機であり､道徳的想像力においては､両者が

媒介的に統一されているoそれ故に､道徳的想像力は､(具体的な)愛なのであるO

･i結び 一 転生韓張と信仰の哲学

シュタイナーーは､次のように言うL,

｢私たちが､進化への関係において根本的であるものについて語るとき､私たちが､例えば､

キリストについての問いについて語るときでさえ､人官学の運動そのものに関係 して､そ

れは､最も根本的なものではなく､最も根本的なものは､キリス トについての問いが､転

生輪廻とカルマが人々の心-と真理として受け入れられることによって獲得するところの

形態である｡キリス トについての問いが転生輪廻とカルマの真理の前提のもとで獲得する

照明､これが､本質的なものである｡｣(GA呈35,49)

このことには､本稿において､(シュタイナーがキリス ト衝動としても語る)理念能力が､私た

ち自らの諸転生についての必然性の認識であり､それが､私たちの本来の自己の開示であるこ

と､そして､それは､民族的､時代的課題の認識-とも発展していくこと､このことを示すこ

とによっても触れることができた｡

入間は､転生輪廻する存在であるoそれによって､私たちほ､個体的理念として永遠であるo

Lかし､今生においても､その直観において､人間は､その本来的自己であるO そして､この

直観は､信仰の形式を持つ｡

信仰において､人間は自由であり､自由において､人間は､愛をなすO

人間の個人的課題と普遍的課題が交差している今生において､如何に､自らの本来の自己と共

に生き､より大きな愛を実現していくかが､私たち-一人一人に課せられた使命である｡これこ

そが､哲学の源点に立つソクラテスから流れる諸人たちも生きた道ではなかっただろうか｡
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A.シnタイナ-の｢道徳的想像力｣の構造 (小林)

く註〉

I)Gi一:DlePhl/050PhJederFreLhelt.in:RudolrSteinerGesamtausgab亡.RudoII､stcin亡r＼'crlag.r)ornaL.h･･Sch叫,eiz.

1995.以下､GAl数字Jを全集版し7)略号とするt-､なお､引用等において､■'＼･'11等Lトーア故字は､章番号を､

''pl数字1"は､その段落番号を示す他､■■ト】■■は､tl叩各であるL/_また､下線は､執筆者によるもJlであり､

"l )'.は､訳注である｢.
2)｢- ひとは､そこ-とひとが批判的な分別性によってこの立場への関係において陥るところの混乱か
ら逃れるのは､ただ､ひとが､ひとが自身の中で内的にそして世界の中で外的に知覚によって体験する

ことができるところのものの内部に､事象 と考察する入間の間に凄象が割 り込むとい う不奉に陥ること

が決 してできないものがあると気づくときのみであるQそして､忘れが､思惟である｡ 塵盈追敷と三二
人間は､素朴な現実性J)立場に留まっていることができるし,｣(G:u､103･.＼･●､zusatzzurNeuauflage.P2)

3)これは､(これが不可能だとする)形而上学的実在添-の批判の中に登場するものであるが､シュタイナ
ーのその下の引用にあるように､シュダイナ-の一元論の立場を示したものと考えてよいだろうQ

射 ただし､ゲ-テの健界観 との逢いについて､シュタイナ-は､『自伝』の中で次のように述べているQ

｢そ して､さらに､私固有の緒直観をゲ-テに患び付けることが､私の運命であったQ この砥合におい

て､ひとは､確かに､如何に自然が精神的であるかを示す多くの機会を持った,とい うのは､ゲーテ自

身は精神に適合 した自然観へと努力 したからである;しかし､ひとは､似たあり方で､純粋に精神的な

陛界そのものについて語る機会を持っていない,とい うのは､ゲーテは,精神に適合 した自然観を直接

的な精神直観-までさらに導いたJ)ではないからである､､｣(GA28.165-6)

5) シ又ダイナ-は､生来霊的体験を持っていたが､『自由の哲学』の執輩と閉じころの霊的体験について

も､すでに病床についていた二一一チェに会った際に塞祝されたことを､書き碓 Lている(zB.G:1235,162)0

6)､･gl.GA4.107(Vl.P5).また､｢従って､表象は､知覚と概念の間にある｡表象は､規定された､知覚を

指 し示す概念であるL,｣(GA4.107･.VI.P6)

7)また､シュタイナー-は､II(車r自由の理念｣(IX.DieldeederF'亡iheit)の中で､個体的生釦 J〕諸エ レメン

トを､知覚､感情､表象 ･思惟､概念的思惟(純粋直観)と段階付けながL-'､｢人倫性し･り諸動因ITriebredern】｣
J)あり方を説明 し､これに基づいて､既存J)道徳的諸立場を位置付けているL,

るQ

9)シュタイナー-は､この一見矛盾と見えることについて､X車の新版-し')繍連 IJ)中で､こLT)矛盾LT)午

にこそ生きた概念が働いているとするハ ･ヽgl.Gll4.1m-182(I,1.7rusalzZurNeuaunag亡).

10)㌻ある行動が､自由な行軌として感覚されるのは､その根拠が私の個体的実在_些__理念の部分に由来 し

ている限r)であるこ｣(GA4,164:lX.P33)
ll)これは､3.車において論 じるように､後に｢束子史jと言われるもLT)である1､

12)また､次のようにも言われている｡

｢意志を自由と印すことの正当化が体験によって到達されることは､理念的な直観が､貴志において現

実化される､という特殊な意味を持っている｡｣(GA4.203こXII.ZusatzZurNeuaullage)
｢しかし､理念は､人間の個体において､現象-と至ることができる0人間が､こJ)側面か らJ)諸衝動

に従う限り､彼は､自身を､自由であると感覚するQ｣(GA4,178:1'.p6)

13)これについては､vgL2-3.(3)U.3-2.

14)vgl.3-2.(2).自己感情は､諸感情の中心である｡

15)カン トの定言命法の形式､信仰の形式は､それ自身､寛理であり､それ以外にはあylえない絶対的自
由であるOこれは､カン トにとっては｢理性の事実｣なのであるこ､しかも､カン トは､『判断力批判』J)

ようには｢構想力｣による理性 と感情 との媒介は述べないとしても､『実践理性批判』においても､『道徳
形而上学原論』 と同様に､純粋実践理性の■■動機''上して道徳法則-の尊敬の■■感情■■を述べ､その弁証論

においては､感情(快楽)と意吉(道徳性)のアプ リオリな総合判断として最高善を要請 し､そのもとで､道
徳性に適合した幸福を要請 してさえいるC,そしてこの形式J)もとであらゆる道徳的なものは実現される

16)lr人倫的諸理想は､人間の道徳的想像力に由来する｡人倫的諸理想の現実化は､それ らが悲痛と苦痛
を克服するために人間によって十分に強く欲求されることに依存しているD人倫的諸理想は､人間の諸

直観､人間J)精神が張るバネである･.人間は､人倫的諸理想を､それらJ)現実化が人間の最高J)快であ

るから､意志する｡人間は､そJ)練で何-と彼が努力するべきかを命 じられなければならないために､

まず､彼が快へと努力することを､倫理学によって禁じられなければならないことを必要としない〔人

与えるところLT)諸直観を彼に入れるため(こ､彼の道徳的想像力が十分に活動的であるとき､人倫的理想

へと努力するだろうo｣(GA4.232こXIIl. P 4 6 )
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17)ここで､r意志の動機｣は､-●dasMolivdesWol]ens''であるが､シュタイナーILT)次の区別は重要であるC

個 別的な貴志行為に対 して､動機IMoti､･】と動剛 Triebreder】が考察に至る｡ 軌機は､概念的あるし､は表

象に適合 した要因である;動因は､入間組織において直接に制約 きれた､意志の要因であるQ照XずP7)

F私たちは､従って､次を区別しなければならない:h 規定された諸表喪 と諸概念を諸動機 となすのに適
合している可能な主観的な諸素質:そ して､2.私J)性格学的素質に､意志が生 じるように､景三響を与え

ることが成就するところの可能な諸表象と諸概念√ 前者は､人倫性の諸動因【TTicb/eden(]を､後者は､

人倫性の詩目標【zL-epte】を表現するu｣(GA4.15l･.)h'､P9)

18)｢缶塾二史豊 において生きること､そして､他者J)意志L')理解の中で生かすことは､旦虫垂A風旦匝

室数 塾である｡彼 らは､それ と廉に彼 らの意志が直観的な兼鴫に移されるところのものと異なる当為を

知らない;如何に彼 らが特殊な場合に意志するだろうかを､彼 らに､彼 らの理念能力が告げるだろうQ A

(GA4,166こIX.P36)
19)r私が行動する間､人倫性の梅津は､それが直観的に私の中で生きていることができる限 O､私を動

かす;それは､私が私の行動に養って現実化 しようとすV_尋客観-の撃 と賭び付けられているQ冊X,P30)
20) 『自由の哲学』における｢愛｣(IJiebe)L7)定義ははっきりしなt･､ところがあるが､しか し､『自由の哲学』
における叙述の中で､シュタイナーは､しば しば､感情を｢愛｣で代表させている.､従って､ここで､｢愛｣

は､少なくとも感情的なものでもあるものと言えるQ

コ1)｢精神的なあり方における愛の力｣(GÅ4.143こVIII.ZusatzztlrNeuauflage)とJ)表現はあるO
2'3)I,gl.GA4,162(lX,P30).このような｢愛｣は､道徳的想像力に直観 される理念によって誘発されるもので

あるから､(特殊であると同時に)普遍的なものである(別の箇所(I.X.P46)においてシュタイナーは自由に
よる行為が理念の直観に基づく行為として国法 と矛盾するものではないことに注意 していることも念

頭に置く必要がある)Cこのとき､キ リス ト教的な愛が念頭に置かれているのは言 うまでもない｡そ して､

後に､シュタイナーは､この道徳的想像力を､｢キリス ト衝動｣として展開 していくのである｡

=3)高橋簾氏は､その 『若きシュタイナーとその時代』の中で､｢『自由の哲学』 とい う本は､シュタイ

て全部なくなってしまうかもしれないが､その場合にも最後まで残る本があるとすれば 『自由の哲学』
だ､といっていたほどに彼自身にとっても重要な著作で したO｣(118)と述べている0

24)シュタイナーは､ブラヴ7ツキー等の神智学 と異なり､｢一体｣(-Leib､あるいは K6rper)とい う表現
を､基本的に､PhysiseherK6rper､Åtherleib(od.Lebens]eib)､Seelenleib(od.Astralleib)に限って用いる
(hJlentalleibや Kausalleibといった表現がないわけではない)oLかし､シュタイナーが人間を 4区分にお
いて語るときには､これ らに､さらに｢自我｣が加えられるO.これ らの､物理的物体､エーテ/し体､アス

トラ′し体､そ して､自我は､シュタイナーp-における4区分噂理を構成 しているが､これは､一一つの｢体j

ともされるのであるが(Z.B .GA9.60)､4区分が｢体｣的区分として自我を含むことについては､r自我体.)

(Z.B.GA95(『神智学の門前にて』),291)とい う.表現 も見られることや､｢人間｣(のみ)は､物質界におい

て｢自我jを持っているとされていること､などを考えれば良いだろうo 自我は､4区分構造の統-の中

心であり､(それゆえに)同時に､その中に､それ以降の､魂的､霊的なもJ)を含むもJ)なJ)である(GA95,

29)｡
25)J~そ うして､ひ とは､身体においてしっように､魂においても､3つの分枝を区別しなればならないであ

ろう:感覚魂､悟性魂､そ して､意識魂oそ して､下から､身体性が､魂-と､限界付けるものとして

働くように､上から､精神性が､魂-と､拡大させるものとして働くLl.良(GA9,47)

26)｢自我 ｣そし')ものに関 しては､シュタイナーは､自我を､｢魂の核｣(SeelenkernこG.19.60)とするJ)である
が､シュタイナーーは､自我について､意識魂と共に語るのが常である｡自我は､ ''意識魂の中で輝 くもの

‖と言ってよいであろう(｢人間の｢自我｣が意識魂の中で輝 く｣(GA9.58))｡また､｢｢自我｣そJ)ものは､ト】

これは､実に､lp人間の隠れた至聖所｣の中にある｡｣(GA9.50)とも言われる｡

'37)シュタイナーは､｢全人間の分肢化｣を汰J)ように 9区分において述べる｡ ｢全人間J)分枝化は次のよ

うにもたらされる:A.物理的物体lphy,sisL.herK6rper]B.エーテル体【Åtherleibト あるいは､生命体

LLebensleiblC.魂体ISeelenleiblD･感覚魂【Empr]ndungssee]e】E.悟性魂IVerstandesseele]F.意識魂

(BL,WuBIseinsseele]G 塞我IGeistselbst]H.生命霊ILebensgeist】I.悪人【Geistesmensch]｣(GA9,57)Q また､

シュタイナーは､このす ぐ後で､｢この世の人間において｣は､魂体と感性魂､意識魂 と霊我は統一体を

形成 していること､自我を｢魂の按｣と考えることができることから､次の 7区分も立てている｡ ｢1.物

理的身体【PhysiseherLeib】2･生命体【l･ebensleib13･アストラル体【Astralleib]4･魂の梓 としてJ)t自我 Ieh
a】ss亡elenkern15.変化させ られたアストラル体としての零我【GeistselbstalsverwandelterAstral]eib】6.餐
化させ られた生命体としての生命霊【LebensgeistalsヽWWandelterLebensleib17.変化させ られた物理的身
体としての霊人【GeislesmenschalsverwandelterphysiseherLeib】｡｣(GA9.60)

-且05-



R.シュタイナーーのr道徳的想煉力｣の構造 (′ト林)

28日 そのような直観L理念的直観】が人間L')唐識J)中に隣在するとき､それは､有機体L')詣経過から展開さ
れず棒,蛋.145fY.)､有機的な活動は,理念的な活動に場所を開けるために､引き戻されてしまう｡私が直

観の似像である意志を観察するとき､この意志からも､有機的に必然的な活動は引き戻されているO馨

志することは､自由である｡如何に､自由な音志することが､直観的なエ レメン トに上って初めて人間

の有機体の必然的な作用が萎えさせ られ､押 し戻され､そして､その代わりに､理念に満たされた藩志

の精神的な活動が置かれることにおいてあるかを見ることができない人は､意志することのこのような

自由は､観察することができないだろう｡メ(GA4,204;X東Ⅰ,ZusalzzurNeuau鮎ge)

:9)シュタイナーは､『自由の哲学』.x＼･r章し')新版への補遺 2レ')中で､憾 覚のfRrLl-J)感覚的知覚世界の

関係】J(G.14.256)という表現を用いている｡･
30)例えば､物質界の中にも､物理的物体の勉に､魂界と碑神界に対応する契機､すなわち,魂界と精神
界の反映の領域として､それぞれ､魂体とこ-テル体がある0

31) 『自由LT)哲学』において､自然LT)中に知覚と軌念を考えているLr)か､あるいは､知常と概念でもって

初期tJ)己rゲーテ的世界観LT)認識論要綱』(G.12,115)においても立てているし､こJ)上.:)な区別は緩期の

ては､自然と精神J)区別を立てながらも､両者の浸透と､それに上る自然J)完蛇が描かれている._.

界最上段階に位置付けられるが､本来､上I')高次の諸世界に由来するもLT)とされるovgt.GÅ9,128u.144.

33)､･gl.上註.

34)｢精神は､自我を､内から外へと形成 し､鉱物世界を外から内へ と形成する｡ 7-自我｣を形成するそし

て｢自我｣として生きている精神は､r憲稚｣と呼ばれなければならない､という'r)は､精神は､人間J)｢自

我｣あるいは｢自己｣として現象するからである.:,r霊我｣と｢唐瓢魂 .fL7)間LpT)区別を､ひとは､次LT)ように

明確にすることができる｡意識魂は､それぞれの反感と衆感に非依存な自分自身によって存立している

真理に触れるこ寒我は､自身において､同じ真理を担う,しか し､i自我｣に上って受け入れられ､そし

て､取 r)囲まれた真理を担 うこ白根によって､個体化され､人間の自立的な実在性へと羽織 られている､
真理｡永遠な窺理がそのように独立化されそして｢自我｣と結びつけられひとつの実在性になることによ

って､｢自我｣そのものが､永遠性を雅得するoI(GA9.51)

r一面からは､感覚諸現象が､他面からは､精神が､r自我｣に啓示されるn身体と魂は､ ｢自我｣に苦 し
出きれる,自我に奉仕するために;しかし､鳩 我jほ､精神が自我を満たすために､精神に差し出され

る｡r日報jは､身体と魂J)中で生きているこしか し､精神は､｢自磯｣の中で生きている｡そ して､精神

に由来 し自我の中にあるものが,永遠であるQというのは,自我は､それと自我が結びつけられている

もJ)の本質と意義を推得するか らであるC｣(GA9.50)

351｢墓碑は､自我L7)内部における精神界J)啓示である｡i(GA9,52)
36)｢物体的なものL7)啓示が感覚 と言われるJ)と同 じ音味において､精神的なもJ)I)啓示は､直也lJntzLITion】

と言われなければならない｡ ｣(GÅ9.52)

37)2.章で見たように､｢道徳的想像力｣は､個体的理念tI)r直観｣(Intuition)であったL,また､JT自由L7)哲学』
において､｢道徳的直観｣(dicmoralisCheTntuitionこI.X,P25)､｢理念的直観｣(ideellelntuitioll二XⅢ.P45)(また
r道徳的風合能力_｣(da呉moralischeIdeen､-erm6gen･,XII.PJ.P6)､｢理念能力HIdeen､teTm(1gellこ11こ.P36))とJ)育
革も使われている0

38)､･gl.G:1120.90-1.I()2-4.131.u･】7O ･

40)シュタイナーは､塞我をr本来J)自己｣と言うのであるが(これは自己感情 としてJ)個体性に対するもの

である)､他方で､人間J)完成は､霊我､生命憲､悪人の完全な常連にある｡.これらの高次の 3重性J)紘

一が､完全な内容をもったそして完全に無制約的な本来の霧的な入間に勉ならない｡

41)意識魂は､(景子史､生命霊､悪人によって構成されてし､ない)そのもJ)としては､(精神的なもJ)とJ)関

係の意識ではあるが､その直接性の故に実際にはバラバラである)汎神論的意識であろうと思われる亡.
42)シュタイナーは､あまり､●■信仰■せ 前面に出さない｡ しかし､キリス ト者共同体の設立に協力するな

ど､緩期に至るにつれ､変化が見られるJ)は､初版より約 25年按に出版された 『自由LT)哲学』の新版
-の補遺と付録や旧版における削除部分からも読み取れる(シュタイナーは､補遺において､もともとそ
のような意味であったのだとしているLJlだが､少なくとも表現様式としては､明確化されていると言え
る)o

(｢世界LJ)視点をめぐる思想史的研究｣プロジェクト所属)
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